
































































































































































































































































その結果である導関数を表している t 。ェ (1-2)の一一
dt 
についても同様である。













K1 = Ei/Ai, 約=t:2/入2
また，種内・種間の競争係数比Y12とY21を次のように定義する。
Y12 =μ1zf人， Y21 =μzi/Az 

















いまある微分方程式―-= (a -bN1 -cN2) N1を考えよう。この右辺が
dt 
0となるのは， a-bN1―cN2 = OまたはN1= 0のときである。このうち前
者を取り上げ， これをN孔こついて解くと次のようになる。
a b 
N2 = ---Ni 
C C 
(3) 





必 a b 
N2 = ---Ni 
C C 
N1 
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式(2-1)より
l-(N1 + Y12凡）/K1 = 0 
これをN外こついて解く。
K 




1-(Y21凡+N2)/K2 = 0 
これをNzについて解く。
N2 = K2 -Y21N1 (5) 







える。式 (2-1) に含まれる釘と N1は共に正の値であるから， 百t>〇である
ためには 1-(N1 +Y12凡）;K戸 0となる必要があり．これを N叶こついて解く。









ぷ~I I Nz 
K1 1 
N2 =---N1 
Y12 fo I I I 」も=K2 -yz,N, 






















0を考える。式 (2-2) に含まれるczと凡は共に正の値であるから， 竺id~O
dt 
となるためには 1-(Y12凡 +N辺!K2>0であり，これをNzについて解く。









減少する場合， 一＿く 0を考える。竺2く0であるためには 1-(Y12凡 +Nz)
dt dt 
!K2<0となる必要があり， これを N叶こついて解くと次のようになる。







































































図表7-1縦軸Y12<K/K2, 横軸Y21<K/K1 図表7-2縦軸Y12<K/K2, 横軸Y21>K/K1
N2 I I~2 
K1 1 
一N2 =---N1 Y12 Y12 
Nil I I _ -.._ - :;. ヽ )N1















解釈することもできよう 29)。その時の企業 1のマーケットシェアは NiJ(Ni
+NI), 企業2のマーケットシェアはNIJ(Ni+NI)と求められる。ここでは，
個体群 1を企業 lなどと解釈して企業間競争について言及したが，個体群 1を
プランド 1と解釈すればブランド間競争の分析に使えることになる。
続いて図表7-2を見て欲しい。そこでは， 2本のアイソクラインは横軸N1






























れ，初期状態に依存して縦軸の (0, Kりまたは横軸の (K1, 0) に吸い寄
―-34 -










































着目し，たとえば，製品 lの効用を U(l), 製品 2の効用を U(2) とし，それ






とし，企業 2の製品の効用・満足度・魅力度を U(2) とすると，企業間競争係







































































1) 寺本英 (1997),p.2によれば，「ある限られた領域の中で生息している 1つの種
に属する個体の集まり」を指す。本稿では「 1つの企業，または製品やプランド」
に喩えられる。






3) 西村尚之 (2017), pp.84ぶう。
4) 図表 1-Aの変動データは他に，オダム著・三島訳 (1974),p.254, オダム著・









8) 瀬野 (2007), p.157。
9) 瀬野は利得を「採餌によって獲得される繁殖のためのエネルギー」と規定して
いる。瀬野 (2007),p.157。









17) 瀬野 (2007). p.157。
18) 寺本 (1997), p. 85。
19) 重定 (1997). p.61。






22) 瀬野 (2007),pp.158-159に掲載・説明されている図 4-1を改編して引用。








25) 寺本 (1997),p.76によればcoefficientof intraspecific competition。
26) 寺本 (1997). p.76によれば coefficientof interspecific competition。







30) 「企業内競争係数 (competitivecoefficient Within a company)」は筆者による
勝手な造語であり， ここから関数名として W( )を取り上げた。その定義は
稿を改めて説明したい。
31) 「企業間競争係数 (competitivecoefficient Between companies)」は造語であり，
ここから関数名として B( )を取り上げた。
32) theory of dynamical systemの訳。たとえば，ハーシュ，スメール (1976), 桑
村雅隆 (2015)。
33) 進化ゲーム理論は，経済学分野のゲーム理論を参考にしつつ，生物学の分野で
生まれた。文献としては MaynardSmith. Price (1973)に始まり，メイナード・
スミス (1986), Vega-Redondo (1996), ウェイプル (1998). 石原英樹，金井
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雅之 (2002), Gintis (2009), Sandholm (2010)など多数ある。本稿における
ロトカ・ヴォルテラ方程式と進化ゲーム理論の関連性については大浦宏邦
(2008)やホッフバウアー．シグムント (2001) を参照した。
34) 初出は Hofbauer(1981)。他に，ホッフバウアー．シグムント (2001), pp.94-
95, または．齋藤保久，佐藤一憲．瀬野裕美 (2017)pp.237-243。
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